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2

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉  

尾
根
の
あ
た
り
に
雲
が
横
切
る
宵
の
う
ち
は
、
せ
っ
か
く
待
っ
た
月
が
出
て
も
月
の
出

に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
ま
た
待
た
れ
る
こ
と
だ
。

〈
出
典
〉 

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
四　

秋
歌
上
414　

道
因
法
師

山
の
端は

に
雲
の
横
ぎ
る
宵よ
ひ

の
間ま

は
出い

で
て
も
月
ぞ
な
ほ
待
た
れ
け
る

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

11 月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

ひ
よ
う
と
し
て
寒
き
風
来
る
山
は
な
に
上う
は
ぎ衣
い
そ
ぎ
着
け
ぬ
氷こ
ほ
り
ざ
わ沢か
も 

（
北
原
白
秋
）

夕ゆ
ふ

さ
れ
ば
潮し
ほ
か
ぜ風
越
し
て
陸み
ち
の
く奥
の
野の

田だ

の
玉た
ま
が
は川
千
鳥
な
く
な
り 

（
新
古
今
和
歌
集
643
）

斜
日
低
山
片
月
髙　

睡
餘
行
薬
繞
江
郊 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大
）

籠こ

に
も
り
て
柿
お
く
り
き
ぬ
古
里
の
高
尾
の
楓か
へ
で

色
づ
き
に
け
ん 

（
正
岡
子
規
）

山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば 

（
古
今
和
歌
集
315
）

弾
琴
復
長
嘯 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉  

朝
の
海
へ
小
舟
で
行
く
と
、
冷
た
い
海
に
海
苔
篊ひ
び

が
並
び
、
そ
の
向
こ
う
に
は
雪
を
ま

と
っ
た
逆
さ
不
二
が
白
く
明
る
く
見
え
て
い
た
。

〈
作
者
〉 

北
原
白
秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

北
原
白
秋
歌
集
よ
り
「
海
阪
」（
岩
波
文
庫
）

海
苔
の
田
は
上う
は

潮じ
ほ

寒
き
海ひ
び朶
の
間ま

に
逆さ
か

さ
の
不
二
が
白
う
明
り
来

新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

あ
た
ゝ
か
き
日
を
端
居
し
て
庭に
は

を
見
る
萩は
ぎ

の
芽
長
き
こ
と
二
三
寸

〈
大
意
〉  

暖
か
い
日
に
、
気
分
が
よ
い
の
で
縁
先
で
庭
を
眺
め
る
と
、
萩
の
芽
が
長
く
伸
び
て
い

る
の
に
気
が
つ
い
た
。

〈
作
者
〉 

正
岡
子
規
（
一
八
六
七
〜
一
九
〇
二
）

〈
出
典
〉 

日
本
近
代
文
学
体
系
16
「
正
岡
子
規
集
」

漢 
字 
半 
紙

〈
出
典
〉

   

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
』
よ
り　

楊
公
達
（
宋
）

〈
読
み
〉 

菊き
く
し
ょ
う松
喜き

色し
ょ
く

多
し

〈
大
意
〉 

菊
と
松
が
合
わ
さ
り
、
喜
び
多
し
。

菊
松
多
喜
色

左
の
語
句
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
）  

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

成
る
に
垂
な
ん
な
ん

と
し
て
穡し
ょ
く

事じ

は
苦は
な
は

だ
艱か
ん
な
ん難
な
り
。
雨
を
忌い

み
風
を
嫌
い
更
に
寒
き
に
怯お
び

ゆ

〈
大
意
〉  

農
事
は
、
も
う
す
ぐ
収
穫
と
い
う
時
に
ひ
ど
く
苦
労
す
る
も
の
だ
。
雨
が
降
ら
な
い
か

と
恐
れ
、
風
を
き
ら
い
、
そ
の
う
え
寒
さ
に
や
ら
れ
ぬ
か
と
お
び
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大　

田
園
四
時
雑
興
』

垂
成
穡
事
苦
艱
難

忌
雨
嫌
風
更
怯
寒

か 

な 

半 

紙

　
　
　
　
　

課
題
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
高
蔭
書
『
つ
れ
〳
〵
く
さ
』
臨
書

　
今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部  

今
月
の
出
品
期
間
9
月
29
日

（木）
～
10
月
12
日

（水）
必
着

会
友
～
準
六
段

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典（
講
談
社
）、
五
體
字
類（
西
東
書
房
）、
大
字
典（
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑（
書

藝
文
化
新
社
）、
広
辞
苑（
岩
波
書
店
）、
古
語
辞
典（
旺
文
社
）な
ど
を
見
た
い
。

海
朶
（
篊
）
… 

海
苔
・
牡
蠣
（
か
き
）
な
ど
の
養
殖
で
、
胞
子
・
胚
子
を
付
着
さ
せ
る

た
め
、
海
中
の
干
潟
に
立
て
る
枝
付
の
竹
・
粗
朶
（
そ
だ
）、
網
の
類
。



4

真
草
千
字
文
（
真
蹟
本
）

（
寵チ
ョ
ウ
ゾ
ウ增
）
抗コ
ウ
キ
ョ
ク極　

殆タ
イ
ジ
ョ
ク辱
近キ
ン

恥チ　

林リ
ン
コ
ウ
コ
ウ
ソ
ク

睾
幸
即　

兩リ
ョ
ウ

疏ソ

見ケ
ン

機キ　

解カ
イ

組ソ

誰ス
イ
ヒ
ョ
ク逼　

索サ
ク
キ
ョ居
（
閑カ
ン
シ
ョ處
）

（
寵ち
ょ
う

増ま

せ
ば
）
抗こ
う

極き
わ

ま
る
。
辱じ
ょ
く

に
殆ち
か

く
恥は
じ

に
近
き
と
き
は
、
林り
ん
こ
う睾
に
即つ

か
ん
こ
と
を
幸ね
が

え
。
両り
ょ
う

疏そ

は
機き

を
見み

、
組ひ
も

を
解と

き
て
は
誰た
れ

か
逼せ
ま

ら
ん
。
索さ
く
き
ょ居
（
閑か
ん

處し
ょ

し
）



5

漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
） 『
真
草
千
字
文　

真
蹟
本
』 

よ
り 「
殆
辱
近
恥
」
の
四
字
の
臨
書

【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

真
蹟
本

第
一
七
九
句
目

　

殆タ
イ
ジ
ョ
ク辱
近キ
ン

恥チ

（
辱
じ
ょ
く
に
殆ち
か

く
恥は
じ

に
近
き
と
き
は
）

〈
語　

釈
〉

　

殆
辱
近
耻

　

 

殆
ハ
近
ナ
リ
辱
ハ
僇
ナ
リ
近
ハ
幾
ナ
リ
耻
ハ
恧
ナ

リ
是
レ
顯
位
榮
爵
以
テ
要
路
ニ
立
ッ
者
反
抗
ノ

敵
ナ
キ
能
ハ
ス
動
モ
ス
レ
ハ
誹
毀
是
レ
至
リ
饞
間

是
レ
乘
シ
テ
或
ハ
其
身
ヲ
寃
枉
二
辱
カ
シ
ム
ル
ノ

災
無
キ
ヲ
保
セ
ス
是
レ
智
者
ノ
譏
誡
ヲ
怠
ラ
サ
ル

所
以
ナ
リ
物
皆
ナ
時
ア
リ
時
ヲ
得
テ
而
シ
テ
興
リ

時
ヲ
失
フ
テ
而
シ
テ
敗
ル
人
豈
ニ
特
リ
然
ラ
サ
ル

コ
ト
ヲ
得
ン
ャ
榮
枯
窮
達
亦
時
ア
リ
智
者
宜
シ
ク

耻
辱
ノ
殆
ニ
近
カ
ン
ト
ス
ル
ヲ
幾
微
ニ
察
シ
テ
之

レ
ヲ
避
ケ
以
テ
身
ヲ
辱
メ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
謂
フ
ナ
リ

〈
大　

意
〉

　

恥
、
辱
は
と
も
に
は
じ
、
は
ず
か
し
め
を
意

味
し
、
そ
れ
が
身
を
亡
ぼ
す
危
険
の
大
な
る
こ

と
を
言
う
。

　

こ
の
あ
と
「
林
睾
幸
卽
」（
林り

ん
こ
う皐
に
即ゆ

か
ん

こ
と
を
幸ね

が

ふ
）
と
続
き
、「
恥
辱
を
受
け
そ
う

な
と
き
は
、
恥
辱
を
避
け
、
林
や
沢
に
行
く
こ

と
が
幸
い
と
な
る
」
の
意
。

〈
解　

説
〉

今
月
は
青
墨
を
用
い
て
墨
の
濃
淡
を
利
し
て
書

い
て
み
た
。
先
ず
は
運
筆
の
緩
急
遅
速
を
心
得

て
か
ら
筆
を
運
び
た
い
。
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【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

漢
字
半
紙
（
１
級
～
５
級
）『
真
草
千
字
文　

真
蹟
本
』 

よ
り 「
殆
辱
近
恥
」
の
四
字
の
臨
書

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

『
真
草
千
字
文
』

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

真
蹟
本

第
一
七
九
句
目

　

殆タ
イ
ジ
ョ
ク辱
近キ
ン

恥チ

（
辱
じ
ょ
く
に
殆ち
か

く
恥は
じ

に
近
き
と
き
は
）

〈
語
句
よ
り
〉

　

 

こ
の
あ
と
、
一
八
〇
句
目
の
「
林
睾
幸

即
」
と
続
く
。
林
は
は
や
し
。
睾
は
沢
。

幸
は
願
う
。
即
は
す
ぐ
に
行
く
こ
と
。
は

ず
か
し
め
に
逢
い
そ
う
な
と
き
に
は
、
林

や
沢
に
即ゆ

く
こ
と
を
幸ね
が

う
、
の
意
と
な
る
。

〈
習
い
方
〉

○ 

草
書
を
も
と
に
し
た
筆
写
体
に
よ
る
伝
統

的
な
楷
書
の
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

○ 

王
法
に
よ
る
智
永
の
引
き
締
ま
っ
た
結
体

に
、
暢
び
の
あ
る
払
い
や
繞
を
交
え
て
、

四
字
の
楷
書
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る
。

殆
… 

歹
へ
ん
の
伝
統
あ
る
書
き
方
を
身
に
つ

け
た
い
。
斜
画
は
身
体
を
倒
し
て
切
れ

の
あ
る
線
で
。

辱
… 

こ
こ
も
筆
写
体
。
こ
の
伝
統
的
な
書
き

ぶ
り
は
般
若
心
経
の
中
の
「
耨
」
に
も

見
ら
れ
る
。
行
意
を
含
む
第
１
、
２
画

は
流
れ
よ
く
。
す
ぐ
に
鋒
を
引
き
上
げ

ず
に
厚
み
を
つ
け
る
。

近
… 

斤
の
間
の
と
り
方
を
確
認
し
よ
う
。

之
繞
は
３
つ
の
点
を
打
つ
よ
う
に
。

恥
… 

耳
偏
に
山
。
山
の
草
書
の
形
に
似
た

「
止
」
を
書
く
こ
と
も
あ
る
。
米
芾
の
蜀

素
帖
に
は
「
耻
」
の
形
が
見
ら
れ
る
。 

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）



7

漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
）

「
月
到
天
心
處
」
の
五
字
の
倣
書
。「
月
到
」
の
二
字
ま
た
は
「
天
心
處
」
の
三
字
を
書
い
て
の
提
出
も
可
。

�

石 

橋 

鯉 

城 

書　

　
【
用 
具
・
用 

材
】

　
　

筆
＝
永
昌
五
号

　
　

墨
＝
和
墨

　
　

紙
＝
漢
字
用
半
紙

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

〈
読　

み
〉

　

月　

天
心
に
到い
た
る
処と
こ
ろ

〈
出　

典
〉

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
』
よ
り

　
　

邵
康
節
（
北
宋
）「
清
夜
吟
」

〈
大　

意
〉

　

月
が
天
の
中
心
に
か
か
っ
た
頃
。

〈
解　

説
〉

◯ 

坐
法
を
正
し
、
武
道
と
同
じ
く
、
臍
下

丹
田
に
重
心
を
置
い
て
姿
勢
執
筆
の

〝
型
〟
を
整
え
る
。

◯ 

筆
の
鋒
先
の
弾
力
を
利
し
て
腋
の
開
閉

自
在
に
し
て
点
画
を
つ
く
り
運
筆
す
る
。

〈
書
き
方
〉

月
… 

縦
画
は
骨
力
あ
る
線
で
背
勢
に
つ
く
り
、

横
画
に
変
化
を
与
え
る
。

到
… 

至
と
刂
（
り
っ
と
う
）
の
組
合
せ
。
至

の
右
側
は
「
刂
」
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ

う
揃
え
る
。（
相
譲
相
避
）

　
　

 「
刂
」
の
二
画
目
は
、
体
を
前
傾
し
、

そ
の
戻
り
で
縦
画
を
つ
く
る
。

天
… 

概
形
は
台
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
払
い
を

暢
び
や
か
に
。

心
… 

一
画
目
を
重
厚
に
つ
く
り
、
二
画
目
は

細
目
の
線
で
変
化
さ
せ
て
、
力
強
く
ハ

ネ
ル
。
点
は
ハ
ネ
を
ま
た
い
で
打
つ
。

處
… 

虎
冠
は
筆
写
体
の
書
き
方
。
筆
順
を
正

し
く
覚
え
よ
う
。「　
　

 

」
こ
の
方
が
書

き
易
い
。
最
終
画
を
暢
び
や
か
に
払
う
。

1
2 3

4

5
6
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『
関
戸
本
古
今
和
歌
集
』　

か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）

　

左
の
『
関
戸
本
古
今
集
』
よ
り
「
秋
乃
夜
盤
」
か
ら
「
可
利
介
類
」
ま
で
の
四
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。　

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

（
原
寸
）

秋
の
夜
は
つ
ゆ
こ
そ
こ
と
に
わ
び
し
け
れ

4

4

4

4

4　

草く
さ

む
ら
ご
と
に
む
し
の
わ
ぶ
れ
ば

君き
み

し
の
ぶ
草
に
や
つ
る
る
ふ
る
さ
と
は　

松ま
つ
む
し虫
の
ね
ぞ
か
な
し
か
り
け
る

〈
読 

み
〉

秋
乃の

夜
盤は

露
こ
曽そ

こ
と
尓に

わ
び
し
遣け

れ
久く
　
さ佐
む
ら
ご
と
尓に

虫
の
王わ

ぶ
れ
八ば

支　
き
み
志し

の
ぶ
久く

佐さ

尓に

や
徒つ

る
ゝ
ふ
る

佐さ

と
盤は

万ま

つ
む
し
の
年ね

所ぞ

か
な
し
可か

利り

介け

類る

〈
大 

意
〉

199 

秋
の
夜
は
寒
い
が
、
露
は
こ
と

に
寒
い
の
で
あ
ろ
う
。
露
の
お

り
て
い
る
ど
の
草
む
ら
で
も
虫

が
つ
ら
そ
う
に
鳴
い
て
い
る
の

を
聞
く
と
。

200 

（
あ
な
た
を
し
の
ぶ
と
い
う
言

葉
の
よ
う
に
）、
し
の
ぶ
草
が

茂
っ
て
荒
廃
し
て
い
る
こ
の
思

い
出
の
里
で
は
、
人
待
ち
顔
に

鳴
い
て
い
る
松
虫
の
声
で
、

い
っ
そ
う
悲
し
さ
を
さ
そ
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
よ
。

（
古
今
和
歌
集 

　
　

巻
第
四　

秋
歌
上 

199
・
200
）

※ 

古
今
和
歌
集
で
は

　

199
「
わ
び
し
け
れ
」
→
「
さ
む
か
ら
し
」

※ 
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

〈
解 

説
〉

　

臨
書
課
題
は
、
関
戸
本
よ
り
先

月
に
続
く
和
歌
二
首
で
す
。
大
小

長
広
の
文
字
本
来
の
字
形
に
合
わ

せ
た
広
狭
と
潤
渇
が
徐
々
に
変
わ

る
縦
流
れ
の
四
行
で
す
。
そ
の
四

行
同
士
は
、
波
が
ゆ
っ
た
り
寄
せ

て
は
引
く
よ
う
に
響
き
合
い
、
立

体
的
な
景
色
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

筆
に
含
ま
れ
た
墨
が
な
く
な
り
つ

つ
も
、
そ
の
弾
力
を
生
か
し
抑
揚

や
上
下
動
、
さ
ら
に
筆
の
面
を
返

し
た
り
捻
転
さ
せ
た
り
と
筆
を
駆

使
し
墨
を
も
ち
こ
た
え
る
事
が
大

切
で
す
。
こ
れ
は
頭
で
理
解
す
る

だ
け
で
な
く
体
で
会
得
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
よ
く
観

察
し
て
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

（
八
尋
光
華
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

▲  

墨
つ
ぎ
の
め
や
す

　

  

十
分
に
含
墨
し
た
後
、
余
分
な
墨
を
反
古
紙
等
で

除
い
て
か
ら
書
き
始
め
ま
す
。

●  

面
を
返
す
所

　

 

こ
の
他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◦

◦

◦

◦

上
下
動
で

鋒
先
を
し
ぼ
る

 

適
量
の
含
墨

▲

含
墨
し
ま
す
が

「
キ
リ
ッ
ト
」し
た
線
で

鋒
先
を
整
え
て

次
の「
可
」へ

長
い
第
一
画

は
な
ち
書
き

同
じ「
く
」「
佐
」に
変
化
有

渇
筆
と
な
っ
て
も
し
っ
か
り
と
運
筆

連
綿

緩
急
遅
速
で
太
細
潤
渇
を
つ
け
る
「
命
の
あ
る
」
細
線
で

息
長
い
呼
吸
で

　
　

ゆ
っ
た
り
と

粘
っ
こ
く
捻
転

字
幅
の
変
化

漢
字
を
か
な
に

　
　

調
和
さ
せ
る

止

渇潤

▲

右
旋
回
の
曲
線
の
中
の

直
線
、縦
線
に
注
目

◦

◦

▲

止

一
気
に
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『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』

（
巻
下　

水み
づ

付
つ
け
た
り

漁ぎ
ょ

夫ふ

520　

曾そ

禰ね
の

好よ
し
た
だ忠
）

水み
な
か
み上
の
さ
だ
め
て
け
れ
ば
君
が
代
に
ふ
た
た
び
す
め
る
堀
川
の
水　
　
　
　
　
　
　
　

曽そ

禰ね
の

好よ
し
た
だ忠

か
な
半
紙 
（
１
級
～
５
級
）

　

左
の
図
版
の「
み
那
可
美
能
」か
ら「
ほ
り
可
は
の
み
つ　

曾
禰
義
忠
」ま
で
を
、半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。　

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

（
原
寸
）

〈
読 

み
〉

み
那な

か

み

の

可
美
能
さ
だ
め
て
介け

れ
盤ば

支き

み
可が

よ

に
ふ
多た

たゝ

び
す
め
る
ほ
り
可か

は
の

み
づ　
　
　
　
　
　

曾そ

禰ね
の

義よ
し
た
だ忠

〈
大 

意
〉

　

水
源
が
し
っ
か
り
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
円
融
天
皇
の
時
代
に

二
度
も
堀
川
の
水
は
澄
み
清
め
ら

れ
て
、
天
皇
が
再
び
お
住
い
に

な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
と
い
う
の

も
主
の
藤
原
兼
通
が
き
ち
ん
と
天

子
の
恩
恵
を
導
か
れ
る
よ
う
に
固

め
て
お
い
た
か
ら
だ
。

※ 

作
者
名
は
底
本
に
義・
忠
と
あ
る
。
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
〜
５
級
） 

〈
参
考
作
品
〉

 

（
甲
谷
景
子
臨
）

〈
解 

説
〉

　

今
月
も
和
歌
一
首
を
二
行
書
き
に
し
ま
す
。

　

丁
寧
に
磨
っ
た
濃
い
め
の
美
し
い
墨
色
で
、
キ
リ
ッ
と
仕
上
げ
て
下
さ
い
。

薄
め
の
墨
色
で
す
と
、
線
が
沈
ん
で
し
ま
い
、
二
行
が
引
き
立
ち
ま
せ
ん
。

余
白
も
生
き
ま
せ
ん
。

　

筆
は
で
き
る
だ
け
上
部
を
持
っ
て
、
筆
の
運
動
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

　

紙
に
よ
く
食
い
こ
ん
だ
線
で
、
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
に

な
る
ま
で
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

（
甲
谷
景
子
）

ポ
イ
ン
ト

　
　

①  

二
字
連
綿
（             　
　

        

な
ど
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
字
連
綿
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

な
ど
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
が
あ
る
の
が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
か
た
ま
り
」
を
意
識
し
て
き
ち
ん
と
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

②  

似
て
い
る
の
で
間
違
え
や
す
い
字
で
す
。
誤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

み
（
美
）　　
　
　
　
　
　
　

す
（
春
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

密
に

密
に

強
い
線
で

す
く
い
あ
げ
る

・

・

介け

同
じ
字
の

繰
り
返
し
の「
ゝ
」

※

※

※

那な

可か

美み

能の

盤は

支き

可か

多た

可か
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か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
）　

　

左
の
図
版
の
「
ね
て
」
か
ら
「
そ
つ
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

ね
て　

ゐ
の　

阿あ

ら　

あ
利り　

那な

と　

尓に

は　

よ
ろ　

ら
て　

そ
つ

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

〈
出 

典
〉 

安
東
聖
空
「
梅
雪
か
な
帖（
上
）」
よ
り

　

今
月
は
連
綿
の
書
き
方
を
説
明
し

ま
す
。

　

連
綿
は
、
な
め
ら
か
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
連
綿
す
る
時

は
、
文
字
単
体
の
意
識
を
弱
く
し
て
、

上
の
文
字
の
最
終
画
の
前
で
休
み
、

「
上
の
文
字
の
最
終
画
」
→
「
連
綿

線
」
→
「
下
の
文
字
の
一
画
目
」
ま

で
を
一
つ
の
流
れ
で
書
き
ま
す
。

　
「
上
の
文
字
を
書
き
終
え
て
筆
を

止
め
、
連
綿
線
を
書
い
て
休
み
、
そ

れ
か
ら
下
の
文
字
を
書
く
」
の
で
は
、

な
め
ら
か
な
連
綿
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

連
綿
の
呼
吸
を
習
得
し
て
下
さ
い
。

 

（
川
島
史
子
）

【
用
具
・
用
材
】　

 　

筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 　

墨
＝
か
な
用
和
墨

 　

紙
＝
か
な
用
半
紙
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A 教室名氏名B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ード
出
品
券

B A

かな半紙　専門部 （会友～準六段） 　

　　左の「ふり尓多礼と」から「於本し幾い者ぬ」迄四行を半紙を横に使用して臨書しなさい。

原寸は縦二八cm 横三二cm（原寸に近い大きさで書くこと）

○�一級以上の方はこうした課題を見て、釈文なしで親しめ

るようにしておきたい。また、その為に背臨を試みて

覚え込んで欲しい。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

大正時代の文部省中等教員資格認定試験委員

岡山高蔭書による『つれ〳〵くさ』折帖手本の一部

※徒然草第十九段から

　�みな源氏物語・枕草子などにこと古りにたれど、同じ事、また、いまさらに言はじ

とにもあらず。おぼしき事
4

言はぬは腹ふくるゝわざなれば
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新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　　
参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

永 

井 

香 

樹 

書

あ
あ
何
だ
っ
て
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
私
に
関
係
の
な
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

〈
出 

典
〉

　
「
こ
の
言
葉
！

生
き
方
を
考
え
る
50
話
」
よ
り

　

 

ソ
ク
ラ
テ
ス
（
前
469
〜
前
399
）

〈
解 

説
〉

○ 

平
仮
名
の
多
い
文
で
す
。

○ 

騒
が
し
く
な
ら
な
い
よ
う
、
行
の

長
短
・
墨
量
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

文
字
の
大
小
に
も
留
意
し
て
、
他
の

行
と
の
調
和
に
心
懸
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

平
仮
名
は
、
画
数
が
少
な
い
の
で
大

き
く
太
く
な
り
が
ち
で
す
。
単
語
・

文
節
に
留
意
し
て
、
細
線
や
渇
筆
を

活
か
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

声
を
出
し
て
読
ん
で
、
自
分
な
り

の
行
立
て
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
八
号
和
筆　

全
部
お
ろ
す

　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
手
漉
漢
字
用
半
紙

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）
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す
ゝ
り
泣
く
ヰ
オ
ロ
ン
の
音ね

の
夜よ

長な
が

哉

新
和
様
半
紙
（
１
級
～
10
級
）　

参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

石�

橋�

鯉�

城�

書

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　
　

筆
＝
和
筆　

羊
毫

　
　

墨
＝
和
墨

　
　

紙
＝
松
雪　

〈
出 

典
〉

 　
「
荷
風
俳
句
集
」 

〈
作 

者
〉

　

永
井
荷
風（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
） 

〈
大 

意
〉

　

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
バ
イ
オ
リ
ン

の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
秋
の
夜
長

に
悲
し
げ
に
響
い
て
い
る
。

 

〈
解 

説
〉 

○ 

墨
は
濃
い
目
に
し
、
鋒
先
で
紙
面
を

突
く
よ
う
に
し
て
書
き
、
渇
筆
も
入

れ
て
明
る
く
表
現
し
よ
う
。

○ 

文
字
の
概
形
を
つ
か
み
、
整
い
過
ぎ

ず
、
や
や
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
字
形
に

し
た
い
。

○ 

片
か
な
は
、
堅
く
な
り
過
ぎ
ぬ
よ
う
、

平
が
な
や
漢
字
と
調
和
さ
せ
る
。

○ 

運
筆
の
呼
吸
に
留
意
し
、
手
書
き
文

字
の
味
わ
い
を
感
じ
て
作
品
づ
く
り

を
楽
し
み
た
い
。
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漢
字
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　
建
中
告
身
帖
よ
り
「
上
柱
國
」
か
ら
「
立
德
踐
」
ま
で
を
臨
書
し
な
さ
い
。
70
ペ
ー
ジ
参
照�

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

林�田�香�濤�臨

　

上
柱
國
魯
郡
開
國
公　

顔
真
卿
立
德
踐

　
　
　
〈
読 

み
〉
上
柱
国
・
魯
郡
開
国
公
・
顔
真
卿
は
徳
を
立
て
て
踐ふ

み
（
行
う
）。　
〈
作 

者
〉
顔
真
卿
（
七
〇
九
〜
七
八
五
）

　
　
　
〈
大 

意
〉（
光
禄
大
夫
・
行
吏
部
尚
書
・
充
礼
儀
使
・
）
上
柱
国
・
魯
郡
開
国
公
顔
真
卿
は
徳
を
立
て
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

漢
字
条
幅 （
１
級
～
10
級
） 　

参
考
手
本�

　
　
　
　

�

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

小�久�保�嶺�石�書

　

對
酒
不
覺
瞑

　
　
　
〈
読 

み
〉
酒
に
対
し
て
瞑ひ
く

る
る
を
覚
え
ず　
　
〈
作 

者
〉
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）　　
〈
出 

典
〉
中
國
詩
人
選
集
「
李
白�
上
」
岩
波
文
庫

　
　
　
〈
大 

意
〉
酒
と
さ
し
む
か
い
で
い
た
ら
、
日
の
暮
れ
た
の
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）
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か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　

参
考
手
本�　

※
変
体
が
な
の
使
用
、�

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

　
（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り　

鴫
た
つ
澤
の
秋
の
夕
ぐ
れ

　
　
　
〈
読 

み
〉
心
な
支き

身
に
も
あ
者は

れ
八は

し
ら
連れ

け
里　

し
起ぎ

た
つ
澤
の
秋
の
夕
暮　
〈
出 

典
〉　

山
家
集
（
西
行
）　

岩
波
文
庫　

佐
佐
木
信
綱
校
訂

　
　
　
〈
大 

意
〉�

俗
世
間
の
こ
と
は
捨
て
た
は
ず
の
世
捨
人
の
わ
が
身
に
も
、
し
み
じ
み
と
し
た
あ
わ
れ
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
鴫
が
佇
立
す
る
沢
の
秋
の
夕
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

中�村�清�徳�書

か
な
条
幅 （
１
級
～
10
級
）　

参
考
手
本�　

※
変
体
が
な
の
使
用
、�
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　

　

白し
ら
ぎ
く菊
の
目
に
た
て
て
見
る
塵ち
り

も
な
し

　
　
　
〈
読 

み
〉
白
菊
の
目
耳に

た

て

て

み

る

多
転
々
三
類　

塵
毛も

な

し
那
志　
〈
作 

者
〉
松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
〜
一
六
九
四
）　

　
　
　
〈
大 

意
〉�

白
菊
は
、
一
点
の
塵
も
な
く
、
い
よ
い
よ
白
く
、
清
ら
か
で
、
そ
の
美
し
さ
は
風
雅
の
美
そ
の
も
の
で
あ
る
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

内�堀�信�嶺�書

9
月
号 

14
頁 

か
な
条
幅
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段

=

昇
段
試
験
課
題
）
の
課
題
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
70
頁
を
参
照
の
上
、
ご
出
品
く
だ
さ
い
。
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▲
含
墨

さ
い
ご
に

点
三
つ

▲
含
墨

筆
の
面
を
変
え
て
し
ぼ
り
出
す
〈
渇
筆
部
〉

一
本
の
線
の
よ
う
に
し
て
締
め
る

　
　
　

天
平
の
か
を
り
つ
め
た
う
袖
に
し
め
て
秘
佛
を
が
む
や
秋
法
華
堂

　
　
　
　
　
〈
作 

者
〉
尾
上
柴
舟
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
七
）　
〈
出 

典
〉『
尾
上
柴
舟
全
詩
歌
集
』（
短
歌
新
聞
社
）よ
り

　
　
　
　
　
〈
大 

意
〉�

秋
の
日
、
奈
良
東
大
寺
の
法
華
堂
を
訪
れ
仏
像
を
拝
む
と
、
遥
か
天
平
の
香
り
が
し
て
、
ひ
ん
や
り
と
袖
に

し
み
入
っ
て
来
る
よ
う
だ
。

1
2 3

4
5 67

8
9

10

1
2

3

4

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本　
　
　
　
　
　

※
新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
対
象
。
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。

石 橋 鯉 城 書

〈
解
説
〉

◯ 

墨
は
油
煙
で
滲
ま
せ
ず
、
渇
筆
を
使
っ
て

明
る
さ
を
表
現
。

◯ 

漢
字
は
概
し
て
大
き
目
に
書
く
が
、
最
後

の
「
秋
法
華
堂
」
は
小
ぶ
り
で
一
本
の
線

の
よ
う
に
し
て
締
め
た
い
。

◯
全
体
を
７
つ
の
塊
と
し
て
構
成
す
る
。

◯ 

文
字
の
大
小
・
太
細
・
潤
渇
に
も
留
意
し

て
流
れ
よ
く
ま
と
め
た
い
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
長
鋒
羊
毫　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
一
番
唐
紙



教
室
名

氏　

名

月

別

出
品
券

を
貼
る

切りとって提出してください（コピーも可）

・�月別出品券（73 ページ）とバーコード出品券（段級欄に「実用」
と記入）を左下に貼付してください。

実
用
書 

（
随
意
課
題
）

　

梅
雪
手
紙
帖
よ
り
（
安
東
聖
空
）

○�

出
品
用
紙
は
、
下
側
に
示
し
た
清
書
用
紙
で
も
、�

こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
書
い

て
も
結
構
で
す
。�

洋
紙
に
書
く
こ
と
を
こ
こ
で
は
原
則
と
し
ま
す
。�

（
今
月
号
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）

喜
壽
能の

賀
筵
尓に

末ま

ね
く　

本
年
八は

老
母
の
喜
寿
二に

あ
多た

り
末ま

す
能の

で
來
る
十
月
二
十
五
日
午
後
三
時
可か

ら

私
宅
で
本ほ

ん
の
印
者ば

可か

り
の
内
祝
を
い
多
し
度た

う

存
志じ

末ま

寸す

参
考
の
小
筆

・
玉
梓

・
選
毫
圓
健
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123456

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乃
至
菩
薩
、）

智・
・
・
・

慧
禪
定
、
無
有
與
汝・
・等
者
、
宿
王
華
、
此
菩
薩
、

成
就
如
是
功
德
、
智
慧
之
力
、
若
有
人
、
聞
是
藥

王
菩
薩
本
事
品
、
能
隨
喜
讚
善
者
、
是
人
現

世
口
中
、
常
出
靑
蓮
華
香
、
身
毛
孔
中
、
常
出
牛

頭
栴
檀
之
香
、
所
得
功
德
、
如
上
所
說
、
是
故
宿

王
華
、
以
此
藥
王
菩
薩
本
事
品
、
囑
累
於
汝
、
我

　
　
　
　
　
　
（
乃
至
菩
薩
の
）

智ち

え慧
・
禅ぜ
ん

定じ
ょ
う

も
、
汝
と
等
し

き
者
有
る
こ
と
な
か
ら
ん
、と
。

宿
王
華
よ
、
こ
の
菩
薩
は
、

か
く
の
如
き
功
徳
・
智
慧
の
力

を
成
就
せ
り
。
若
し
人
有
り

て
、
こ
の
薬
王
菩
薩
本
事
品
を

聞
き
、

能
く
随
喜
し
て
善
こ
こ
ろ
よ

し
と
讃ほ

め

ば
、
こ
の
人
、
現
世
に
口
の
中

よ
り
常
に
青し
ょ
う

蓮れ
ん

華げ

の
香
を
出

し
、

身
の
毛も
う

孔く

の
中
よ
り
常
に

牛ご

頭ず

栴せ
ん
だ
ん檀
の
香
を
出い
だ

さ
ん
。
得

る
所
の
功
徳
は
上
に
説
く
所
の

如
し
。

こ
の
故
に
、
宿
王
華
よ
、
こ
の

薬
王
菩
薩
本
事
品
を
以
て
汝
に

嘱ぞ
く
る
い累
す
。

我
が
滅
度
の
後
、
後
の
五
百
歳

の
中
に
て
、
閻え
ん

浮ぶ

提だ
い

に
広こ
う
せ
ん宣

流る

ふ布
し
、

断
絶
せ
し
め
て
悪
魔
・
魔
の
民
・

諸
の
天
・
竜
・
夜
叉
・
鳩く

槃ば
ん

荼だ

禪定智慧〜受持是經者應の百九十一字を清書して出品。

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。 不二細字研究室　（会友〜１級）　　　國寶　法隆寺傳來細字法蕐經（擴大率二倍） 

◎�

今
回
は
法
隆
寺
細
字
法
蕐
經
の
原
姿
に
近
付
く
べ
く
、
今
回
の
20
・
21
頁
の
テ
キ
ス
ト
を
70
%
に
縮
小
し
て
ス
プ
ー
ン
ペ
ン
で
書
い
て
み
た
。

◎
書
き
味
の
印
象
か
ら
は
、
却
っ
て
締
ま
り
が
出
て
行
意
も
表
現
出
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
解
　
説
〉
石
橋
鯉
城
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全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。 

清
書
の
氏
名
の
後
に�「
謹
寫
」�

ま
た
は�「
敬
寫
」�
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

789101112

等
に
そ
の
便た
よ
り

を

得
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
宿

王
華
、
汝
は
当
に
神
通
の
力

を
も
っ
て
こ
の
経
を
守
護
す
べ

し
。

所
以
は
何い
か

ん
。
こ
の
経
は
則
ち

為こ

れ
閻え
ん

浮ぶ

提だ
い

の
人
の
病
の

良ろ
う
や
く薬

な
れ
ば
な
り
。
若
し
人
、

病
あ
り
て
こ
の
経
を
聞
く
こ
と

を
得え

ば
、
病
は
即た
だ
ち

に
消
滅
し

て不
老
不
死
な
ら
ん
。宿
王
華
よ
、

汝
、
若
し
こ
の
経
を
受
持
す
る

こ
と
有
る
者
を
見
れ
ば
、
応
に

（
青し
ょ
う

蓮れ
ん

華げ

と
盛
り
満み
た

せ
る
抹
香

を
以
っ
て
、
そ
の
上
に
供
え
散ち

ら
す
べ
し
。）

※
閻え
ん

浮ぷ

提だ
い

=

我
々
の
住
む
世
界
。

　

 　

佛
教
界
で
は
、
世
界
の
中

心
に
須し
ゅ

弥み

山せ
ん

が
あ
り
、
そ
れ

を
囲
ん
で
世
界
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。
中
心
か
ら
離
れ
て

閻
浮
提
が
あ
り
、
日
本
は
中

心
か
ら
離
れ
て
存
在
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

滅
度
後
、
後
五
百
歲
中
、
廣
宣
流
布
、
於
閻
浮
提
、

無
令
斷
絶
、
惡
魔
、
魔
民
、
諸
天
、
龍
、
夜
叉
、
鳩
槃
荼

等
、
得
其
便
也
、
宿
王
華
、
汝
當
以
神
通
之
力
、
守

護
是
經
、
所
以
者
何
、
此
經
則
爲
、
閻
浮
提
人
、
病

之
良
藥
、
若
人
有
病
、
得
聞
是
經
、
病
卽
消
滅
、
不

老
不
死
、
宿
王
華
、
汝
若
見
有
、
受
持
是
經
者
、
應

（
以
靑
蓮
華
、
盛
滿
抹
香
、
供
散
其
上
、）

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。
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※
納
経
料
を
添
え
て
ご
出
品
下
さ
い

　下
の

 「
般

若
心

経
」 か

、
前

頁「
法

華
経

」 （
見

開
き

12
行

） 一
巻

の
ど

ち
ら

か
を

出
品

し
て

く
だ

さ
い

。
不

二
細

字
研

究
室

　
 （会
友
〜１級

）�
石

橋
犀

水
先

生
書
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〈
読
み
〉
 
延え
ん
め
い命
十じ
っ

句く

観か
ん
の
ん音
経ぎ
ょ
う

 

　
　
　
　

 
観か

ん

世ぜ

音お
ん　

南な

無む

佛ぶ
つ　

與よ

佛ぶ
つ

有う

因い
ん　

與よ

佛ぶ
つ

有う

縁え
ん　

佛ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
え
ん

法
僧
縁　

常じ
ょ
う

楽ら
く

我が

浄じ
ょ
う

 

　
　
　
　

 
朝ち

ょ
う

念ね
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん　

暮ぼ

念ね
ん
か
ん観
世ぜ

音お
ん　

念ね
ん
ね
ん念
従じ
ゅ
う

心し
ん

起き　

念ね
ん
ね
ん念
不ふ

離り

心し
ん

〈
大
意
〉
 
観
世
音　

仏
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る　

仏
と
因
あ
り　

仏
と
縁
あ
り　

仏
と
法
と
僧
と

　
　
　
　

 
の
縁
に
よ
っ
て 　

常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
を
得
ん 

朝
な
朝
な
に
観
世
音
を
念
じ

　
　
　
　

 
夕
な
夕
な
に
観
世
音
を
念
じ　

念
々
、  

心
よ
り
起
こ
り　

念
々
、  

心
を
離
れ
ず
。 

納
経
連
絡
用
紙

納
経
者
氏
名

雅
　
号

ふ 

り 

が 

な

※
初
め
て
納
経
さ
れ
る
方
は
、
お
写
経
を
添
え
て
一
緒
に
写
経
事
務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
芳
名
録
の
作
成
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 ふ

り
が
な

〒

−

住
　
　
　
所

電
話
番
号
（
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会

二
百
萬
巻
写
経
実
践
推
進
委
員
会
事
務
局

 

き
り
と
り

石橋犀水先生書
草苅北望先生解説不二細字研究室�（２級〜10級＝月例課題） 

試験や月例競書にご出品の作品には、
バーコード出品券と月別出品券を
作品の左下に貼付してください。

月別出品料は無料です。
（納経料は別途）

■
会
友
・
準
会
友
・
八
段
〜
１
級
の
方

　

納
経
料
＝
五
〇
〇
円　

＊
必
ず
ご
納
経
く
だ
さ
い
。

①
本
誌
掲
載
の
「
法
華
経
」
ま
た
は
「
般
若
心
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
発
表
さ
れ
た
段
級
を
（
会
友
・
準
会
友
は
赤
、
段
は
赤
の
漢
数
字
、
級
は
黒
の
算
用
数
字
で
）

バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
昇
格
は
し
ま
せ
ん
が
、
準
会
友
〜
１
級
は
天
・
地
で
評
価
さ
れ
ま
す
。 

■
２
級
〜
10
級
の
方

①
「
延
命
十
句
観
音
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
２
級
以
下
は
昇
級
者
に
○
を
つ
け
て
発
表
し
ま
す
。
昇
級
者
は
次
回
、
発
表
さ
れ
た
一
つ
上
の

級
位
を
（
黒
の
算
用
数
字
で
）
バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
初
出
品
の
方
は
10
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。 

編
入
試
験
　

細
字
研
究
室　

編
入
試
験
料
＝
一
、
四
〇
〇
円

①
２
級
〜
10
級
の
課
題
を
書
い
て
出
品
。 

②
編
入
用
バ
ー
コ
ー
ド
に
「
編
入
」
と
赤
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
審
査
後
、
相
当
段
級
に
編
入
し
ま
す
。
次
回
は
発
表
さ
れ
た
段
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
試
験
料
免
除
に
つ
い
て
は
本
誌
「
編
入
試
験
の
ご
案
内
」
に
準
じ
ま
す
。

□
用　

紙　
「
般
若
心
経
」
用
（
20
枚
、100
枚
）「
延
命
十
句
観
音
経
」�

用
（
100
枚
）

　
　
　
　
　
　

三
多
軒
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。（
☎
０
３

−３
２
６
５

−５
４
９
３
）

　
　
　
　
　
【
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
】w

w
w

.santaken.com

□
送
り
先　

〒
101
─
8358
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
二
―
二
―
三

　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会
「
写
経
事
務
局
」
宛
（
傍
線
は
赤
で
）

　
　
　
　
　

＊
写
経
作
品
は
他
の
月
例
競
書
と
は
別
に
し
て
下
さ
い
。

□
納
経
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

納
経
を
ご
希
望
の
方
は
一
巻
に
つ
き
五
○
○
円
を
郵
便
振
替
で
ご
入
金
の
上
、 

「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」
を
写
経
作
品
に
添
え
て
お
送
り
下
さ
い
。

□
お
問
い
合
わ
せ　
　

☎︎
０
３
―
３
２
３
４
―
３
９
１
９

□
振
替　
　

口
座
番
号　

○
○
一
四
○
─
二
─
六
三
五
九
二
二

　
　
　
　
　

加
入
者
名　
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会　

写
経
事
務
局

不二細字研究室�出品規定

＊
令
和
三
年
四
月
一
日
よ
り
、
口
座
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

＊�

納
経
料
の
振
込
手
数
料
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
振
替
用
紙
は
お

使
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
振
込
用
紙
を
お
使
い
下
さ
い
。
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（石橋鯉城）

課 　題 　解 　説
漢字半紙　五段～準初段 （真草千字文）

今月の出品期間
9月29日（木）～10月12日（水）必着

漢字半紙　1級～5 級 （真草千字文）

（石橋鯉城）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
）

▼
随
意
… 

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○ 

作
品
は 「
半
紙
横
1  」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

麗
澤

▼
随
意
…
左
に
示
す
平
が
な
に
運
筆
の
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
生イ
ノ
チ命
あ
る
字
に
仕
立
て
な
さ
い
。

 

（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
や
草
書
の
「
和
」
の
書
法
、
筆
遣
い
も
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛
筆
で

記
入
の
こ
と
。

←月別出品券

←バーコード

←―― 　35cm  ――→

←
―　

34 

cm　

―
→

不
二
篆
刻
研
究
室〈

読
み
〉
レ
イ
タ
ク

〈 

大
意
〉 

友
人
と
と
も
に
学
を
講
じ
徳
を
修
め
る
こ
と
。

〈
読
み
〉 ［
音
］
キ
ョ
ク
・
ゴ
ク　
［
訓
］
き
わ
め
る
・

き
ま
る

〈
意
味
〉 

き
わ
ま
る
。
達
す
る
。
頂
点
。
定
め
る
。

〈
お
す
す
め
の
用
紙
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・
段
級
を

鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

▼
規
定
…
左
に
示
す
漢
字
を
一
筆
書
と
し
て
墨
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く「
書
」し
な
さ
い
。

 

（
書
体
自
由
） 

一 

字 

書

○ 

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

筆
者
範
例
（
鯉
城
書
）

蘭
亭
叙
よ
り

偏
に
比
べ
て

旁
を

暢
び
や
か
に

1

2
3

4

5

6

腋
開
く

止

筆
写
体

筆
写
体

切
れ
味
の
あ
る
線

３
つ
点
を
打
つ
よ
う
に

筆
を
返
す

筆
の
面
を
確
か
め
な
が
ら

三
水
を
書
く
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で

（
が
つ
偏
）

鋒
が
回
転

筆
の
面
が
変
わ
る

分
間
鋭
く

⻌

斤 台

太さを出す

｛ 短
く
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漢字半紙　６級～10 級 

新和様半紙　五段～準初段

かな半紙　６級～10 級

新和様半紙　1級～10 級

（石橋鯉城）

（永井香樹）（石橋鯉城）

（川島史子）

▲
墨
つ
ぎ

点
で
明
る
く

筆
写
体

常
用
体

微
妙
な
変
化
を
つ
け
る

余
分
な
墨
を
落
と
し
て
か
ら

　

書
き
始
め
る（
徐
々
に
渇
筆
で
）

書
き
出
し
は

墨
量
を
多
く

受
け
て
入
る

連
綿
線
か
ら
「
ら
」
の
一
画
目
に

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
ま
ま
入
る

× 

上
へ
掛
け
な
い

筆
を
引
き
上
げ
て

　
　

反
動
さ
せ
る

し
っ
か
り
連
綿
す
る

長
い
連
綿
線
が

切
れ
な
い
よ
う
に

受
け
て
入
る

起
筆
は
鋒
先
を
上
に
し
て
す
っ
と
入
る
。

△
か
ら•

ま
で
、
線
を
切
ら
ず
に
続
け
て
書
く
。

○
は
、
筆
を
し
っ
か
り
当
て
て
面
を
返
す
。

次
へ

軽
く
止
め
る

渇
筆
で
二
行
目
に

添
わ
せ
る

腋
を
開
け
る

体
を
前
傾
し
た
戻
り
で
暢
び
や
か
に

1

2

4

5

6
7 8

9
10 11

3

点
は
ハ
ネ
を
ま
た
い
で
打
つ

鋒
先
の

弾
力
を

利
し
て

細
目
に

背
勢
に

重
厚
に

腋
を
開
け
る

筆
写
体

本
字

常
用
体

処

哉

處
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漢
字
条
幅　

１
級
～
10
級

（
小
久
保
嶺
石
）

○ 

半
切
五
文
字
作
品
と
し
て
適
切
な
筆
の
サ
イ
ズ

や
墨
量
を
知
る
。

○ 

そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
大
き
さ
の
見
当
を
つ
け

て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
紙
面
に
収
め
る
。
本
文
を

書
い
た
筆
で
落
款
を
入
れ
る
。

對
… 

対
の
本
字
。
偏
の
中
心
に
あ
る
「
ソ
」
を
省

略
し
て
い
る
。

酒
… 

「
酉
」
は
筆
写
体
。
骨
力
を
効
か
せ
た
細
線

で
勁
さ
と
動
き
を
出
す
。

不
… 

含
墨
し
、
重
厚
な
線
で
ゆ
っ
く
り
と
運
筆
す

る
。
最
終
画
は
前
の
画
か
ら
の
筆
脈
を
大
事

に
し
て
、
包
み
込
む
よ
う
に
筆
の
方
向
を
変

え
て
安
定
さ
せ
る
。

覺
… 

覚
の
本
字
。
冠
は
左
か
ら
、
タ
テ
・
タ
テ
・

与
・
ヨ
・
ワ
の
順
に
。
見
は
右
よ
り
に
収
め

る
。

暝
… 

僅
か
に
含
墨
し
、「
目
」
の
縦
画
に
変
化
を

付
け
る
。
終
わ
り
の
「
ハ
」
は
丁
寧
に
運
筆

し
て
安
定
さ
せ
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
中
鋒　

墨
＝
和
墨　

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

漢
字
条
幅　

五
段
～
準
初
段

（
林
田
香
濤
）

　

作
品
を
構
築
し
て
い
く
上
で
、
各
行
の
芯
（
柱

の
よ
う
な
も
の
）
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
は
大

切
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
、
颯
爽
と
し
た
律
動
を
目
指
し
た
。

○ 

リ
ズ
ム
は
終
り
ま
で
ブ
レ
ず
に
貫
通
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

○ 

そ
の
貫
通
力
は
弱
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
筆　

墨
＝
和
墨
・
油
煙

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

方
向
を
変
え
て

安
定
さ
せ
る

広
く

筆
写
体

右
側
縦
画
太
く
湾
曲
す
る（
以
下
同
様
）

大
・
長
く

　

ハ
ネ
の
部
分
正
確
に

小

細
・
直

太
・
曲

含
墨

▲

含
墨

（
し
な
く
て
も
よ
い
）

▲

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
内
堀
信
嶺
）

○ 

「
白
」
の
書
き
出
し
の
位
置
で
殆
ん
ど
全
体
が

決
ま
る
の
で
慎
重
に
。

○ 

特
に
行
間
を
広
く
し
過
ぎ
る
と
ま
と
め
難
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

○ 

「
白
」
以
下
は
墨
量
に
留
意
。
か・

・

・
す
れ
を
求
め

て
み
て
下
さ
い
。

○ 
「
多
転
」
か
ら
の
中
心
移
動
で
、
文
字
が
傾
き

す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
華
邨
中　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
画
仙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
中
村
清
徳
） 

　

書
き
出
し
「
心
」
を
漢
字
で
入
墨
、
あ
と
変
体

か
な
を
交
へ
つ
ゝ
一
行
目
は
淡
々
と
か
き
ま
し
ょ

う
。
二
行
目
、
一
行
目
の
「
心
」
を
意
識
し
つ
ゝ
、

墨
色
の
変
化
を
考
え
て
の
び
〳
〵
と
「
し
起
」
を

書
き
上
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
あ
と
は
漢
字
行
草
を

交
え
つ
ゝ
字
幅
の
広
が
り
を
考
え
て
、
作
品
を
ま

と
め
上
げ
ま
し
ょ
う
。
二
行
目
後
半
「
の
」
が
二

字
続
き
ま
す
が
、
形
の
変
化
を
考
え
つ
ゝ
同
じ「
の
」

を
書
き
ま
し
た
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
条
幅
筆　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
和
画
箋

行
の
振
幅
を
考
え
て
の
び
〳
〵
と

入
墨

入
墨

蔵
鋒
で
入
る

連　

  

け

ゆ
っ
た
り
と

大
ら
か
に

同
じ「
の
」を

使
い
な
が
ら
変
化
を

や
ゝ
た
て
長
に

行
を
引
き
し
め
て
大
き
く
動
か
し
て

　
　
　
　

引
き
し
め
を

平
た
く

横
に

広
が
り
を

1
2

3

㋑

㋺

㋺

1
〜
3
と
も

あ
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に

㋑
右
湾
曲
㋺
左
湾
曲
し
て
い
る
が
意
識
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。自
然
に
。

行
の
構
成
は
文
字
の
中
心
の
と
り
方
で
変
化
す
る
の
で
図
解
参
照
。

タ
テ
画
し
っ
か
り

蔵
鋒
で
墨
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
運
筆
し
つ
ゝ

　
　
　
　

き
び
し
い
線
を

の
び
や
か
に

の
び
や
か
に

•
•

•

ど
ち
ら
で
も
可

草
書
体
の
書
き
間
違
い
に
留
意

⇒

中
心
移
動
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※
課
題
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
会
友
〜
準
六
段
の
課
題
予
告
は
2
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

『
建
け
ん
ち
ゅ
う中
告こ
く
し
ん身
帖じ
ょ
う』

Ｐ．16　

漢
字
条
幅
（
五
段
～
準
初
段
）

　

建
中
元
年
（
七
八
〇
）
八
月
、
顔
真
卿
（
七
〇
九
〜
七
八
五
）
が
太
子
少
師
の
官
職
を
授
か
っ
た
と
き
の
告
身
（
辞
令
書
）
で
、

顔
真
卿
晩
年
の
自
書
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
自
書
告
身
」
と
も
。
肉
筆
の
書
が
台
東
区
立
書
道
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

◆
次
号
11
月
号
課
題
予
告

か
な
半
紙

　

五
段
〜
準
初
段
…�

こ
の
う
堂た

は
あ
る
人　

な
ら
の
み
可か

ど
の
御

（
歌
）
と
な
無む

万ま

う
春す　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
利り

て
見
者ば

お
遅ち

ぞ
志し

ぬ
べ
支き

あ
き
盤は

支ぎ

の
要え

堂だ

毛も

た
わ
わ
に
於お

遣け

流る

し
ら
つ
ゆ

�

〈
関
戸
本
古
今
集
〉

�

〈
古
今
和　

歌
集�

巻
第
四　

秋
歌
上
223
〉

　

１
級
〜
５
級
…
…�

ぬ
れ
て
ほ
春す

や
末
ち
の
支き

久く

能の

つ
ゆ
の
末ま

に

い
可か

て
可か

王わ

れ
盤ば

ち
よ
を
へ
ぬ
ら
ん��

素
性

�

（
素
性
法
師
）

〈
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集　

553
〉

　

６
級
〜
10
級
…
…�

け
れ�

や
那�

む
き　

可
万�

こ
と�

那
久　
　

り
ぬ�

け
れ�

末
る

�

〈
梅
雪
か
な
帖　

上
〉

新
和
様
半
紙

　

五
段
〜
準
初
段
…�

砂
漠
に
は
な
に
も
な
い
、
そ
の
人
自
身
の
反

省
だ
け
が
あ
る
の
だ

�

（
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ー
ル
）

　

１
級
〜
10
級
…
…�

凩
こ
が
ら
し

に
早
鐘
つ
く
や
増
上
寺

�

（
夏
目
漱
石
）

漢
字
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…
未
定

　

１
級
〜
10
級
…
…�

醉
起
歩
溪
月�

（
李
白
）

か
な
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…�

な
か
〳
〵
に
夢
に
嬉
し
き
あ
ふ
こ
と
は
う
つ

つ
に
物
を
お
も
ふ
な
り
け
り

　

１
級
〜
10
級
…
…�

山
は
暮
れ
て
野
は
黄た

そ
が
れ昏

の
薄す

す
き

か
な

�

（
与
謝
蕪
村
）

新
和
様
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…�

白
珠
の
大
き
冠
の
く
だ
け
て
は
落
つ
る
と
鳴

り
ぬ
遠
き
雷
い
か
づ
ち

�

（
窪
田
空
穂
）

か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

　
（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

い
そ
の
か
み
古
き
す
み
か
へ
分
け
入
れ
ば　

庭
の
浅あ

さ

茅ぢ

に
露
ぞ
こ
ぼ
る
る

　
　
　
〈
読 

み
〉
い
楚そ

の
上
ふ
る
幾き

住
家
へ
わ
介け

い
れ
八ば　

庭
の
浅
茅
二に

つ
遊ゆ

ぞ所
こ
本ぼ

る
る　
〈
出 

典
〉　

山
家
集
（
西
行
）　

岩
波
文
庫　

佐
佐
木
信
綱
校
訂

　
　
　
〈
大 

意
〉�

生
い
茂
っ
た
草
を
踏
み
分
け
て
す
っ
か
り
古
び
て
し
ま
っ
た
住
居
に
入
っ
て
い
く
と
、
庭
一
面
に
生
え
た
浅
茅
に
露
が
こ
ぼ
れ
る
よ
。

中�村�清�徳�書

◎�

9
月
号
14
頁
か
な
条
幅
専
門
部
（
五
段
〜
準
初
段
）〈
9
月
6
日
（
火
）
出
品
締
切
〉
の
課
題
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
正
し
い
手
本
を
掲
載
し
、
訂
正
の
上
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
誤
〉
浅あ
さ

芽ぢ

→
〈
正
〉
浅あ
さ

茅ぢ


